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全学的な視点 

 

【評価項目】８ 学生生活 

 

Ⅱ 総 評 

三 長所の伸張と問題点の改善に向けての取り組み 

４ 学生生活 

総合的に見て、学生生活に関する目標はおよそ達成されている。下記にその主な特

徴を述べる。 

まず、経済的支援に関しては、大学独自の支給奨学金制度および貸与奨学金制度、

特別貸与奨学金制度を設けている。また、学内外の「外国人留学生奨学金」によって、

留学生の支援体制がかなり整っている点は評価できる。 

また、2004（平成 16）年度から「学生支援センター」が立ち上がり、９人のスタッ

フで、学生に対する「何でも相談」業務を展開しているが、ハラスメント防止につい

ては、規定とその具体的運用との乖離が懸念される。 

障がいのある学生への対応も適切になされている。2004（平成 16）年に、神戸三田

キャンパス内に、総合政策学部主導により「ユニバーサルデザイン教育センター」が

設置され、障がいのある学生への授業・教育システムの開発などに取り組んでいる。 

その他に、住居関係について、神戸三田キャンパスで、学生の住宅確保の努力がな

され、その目標を達成している。学生の課外活動支援に力が注がれ、キャリア支援に

関しては、達成目標値が定められ、目標達成に向けた改革努力がなされている。 


